
 

 

 

 

 

新規就農者 福永 利一郎 さん 

 

地域：永久寺町  

屋号： 長浜ストロベリースタジオ 

品目： いちご（１２月～５月） 

 

福永さんは、農業大学校でいちごの栽培技術を

学び、現在は長浜市で生産、販売を行っていま

す。P4「新規就農者を紹介します」にて、福永さ

んのインタビュー記事を掲載しています。 

《記事の内容》 

▽ 市当局と意見交換  －意見書の回答－     P２～3 

▽ 新規就農者を紹介します                 P4 

▽ 県外研修をおこなって                     P5 

▽ 農地を転用するときは農地法の許可が 

必要です！                      P6 

▽ 農地賃借料情報について、農家のつぶやき   P7 

▽ 売りたい・貸したい農地の情報を登録 

しませんか？                     P8 

ながはまし農業委員会だより 

撮影日：令和８年１月３１日 
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                  長浜ストロベリースタジオでいちごを作っている福永さん（就農２年目）

にインタビューしました。 

                   

 

最初は、「いちごを作りたい！」という思いからでした。会社員時代か

ら「自分で何かをやりたい」とずっと考えていて、いろいろ調べていまし

た。そんなとき、滋賀県が【みおしずく】というブランドいちごを開発し

て、これから広げていくというニュースを見て、「自分もいちごを作りた

い！」と思い、農業を始めました。 

                  農業で生計を立てる上で、ある程度収益性を考えていました。いちご 

は単価も高く、老若男女問わず好きな方も多いです。しっかりビジネスとして生業にできると思い、挑戦しまし 

た。また、父親が高齢になり田んぼの管理が難しくなっていたため、田んぼを生かす方法としても、いちごは自 

分に合っていると感じました。 

 

 

 去年は3品種「よつぼし」「章姫」「みおしずく」を栽培していて、 

今年は4品種「よつぼし」「みおしずく」「ほしうらら」「スターナイ 

ト」を栽培しています。 

 この４品種は、自分が「おいしい」と自信を持って言える品種です。 

お客さまにも満足していただけると思っています。 

 

 

 大変だったことは、イレギュラーなトラブルがあったことです。 

初年度に突発的な病害虫が発生してしまいました。病害虫は一度広がると、対応が後 

手に回りやすく、終息させるのが難しいため、今年は事前に対策を進めています。 

 また、私は花粉症があるのですが、いちごの花粉も合わず、シーズン中は毎日薬を 

飲んでいます。栽培を始めるまで、いちごの花粉も合わないとは思わなかったです。 

 

 

来てくださったお客さまに、「この間食べてすごくおいしかったので、また買いに来 

ました」と言っていただけたことが、一番うれしかったです。 

 やはり、お客さまに喜んでもらえることが一番のやりがいです。 

 

 

 私は高いところが苦手です。ハウスを建てる時に、先輩方が高いところに登って作業 

を手伝ってくださいました。ビニールはとても重くて・・・。感謝しかありません。 

 

 

 まずは、トラブルを減らして、栽培を安定させること。そして、庭先や直売所 

などの、自分で値付けできる販売先の割合をできるだけ高めていきたいです。 

 また、ECサイトを活用して、発送できる環境の整備も進めていきたいです。 

 

 

まずは、自分が興味のある作物を作っている農家さんに、直接話を聞きに行く 

ことが一番だと思います。インターネットの情報は、一般的な内容が多いので、 

農家さんの生の声を聞くことをおすすめします。 

新規就農者を紹介します 

インタビュー 

Q.大変だったことはありますか？ 

Q.農業を始めたきっかけは何ですか？ 

Q.これから農業を始めようとしている人へメッセージをお願いします。 

Q.農業の先輩とのエピソードはありますか？ 

Q.農業をしていてうれしかったことは何ですか？ 

▲インスタグラム 
（長浜ストロベリー 
スタジオ） 

▲長浜ストロベリー 
スタジオ 
（永久寺町 892-1） 

農業委員と談笑する福永さん 

Q.今後の目標、展望はありますか？ 

Q.いちごはどの品種を栽培していますか？ 

長浜ストロベリースタジオ 

福永 利一郎さん 
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     農地を転用するときは農地法の許可が必要です！ 
 

04 



  

 

 

 

 

本情報は、農地法第52条の規定に基づき、農地の賃借料の情報を収集し、その平均額、最高額、最低額を賃借料の

目安としていただけるよう、参考に示したものです。農業委員会で独自に決定しているものではありません。 

なお、実勢の集計値のため拘束力はなく、賃借料は対象農地の状況（耕作の難易、土地の広さ、形状、水利条件等）

に合わせ、当事者同士で十分協議して設定してください。 

【田】地区別農地賃借料 

地区名 
平均額 

（昨年額） 

最高額 

（昨年額） 

最低額 

（昨年額） 

データ数 

（昨年数） 

※参考Ｒ5～R7 

累計平均額 

長浜 
9,908円 

（9,193円） 

12,000円 
（10,000円） 

3,000円 
（2,700円） 

312 
（609） 

9,309円 

浅井 
7,591円 

（8,509円） 

10,000円 
（13,500円） 

1,000円 
（1,000円） 

22 
（213） 

8,216円 

びわ 
10,395円 
（9,487円） 

12,000円 
（12,000円） 

2,850円 
（3,000円） 

355 
（263） 

9,939円 

虎姫 
9,750円 

（10,000円） 

10,000円 
（10,000円） 

9,500円 
（10,000円） 

4 
（6） 

9,894円 

湖北 
11,854円 

（10,900円） 

13,000円 
（13,000円） 

3,000円 
（7,000円） 

127 
（30） 

11,400円 

高月 
7,006円 

（9,739円） 

11,000円 
（13,000円） 

1,250円 
（3,000円） 

221 
（97） 

8,826円 

木之本 
6,297円 
（7,416円） 

10,000円 
（10,000円） 

3,000円 
（2,500円） 

37 
（6） 

7,599円 

余呉 
4,476円 

（2,527円） 

6,000円 
（3,000円） 

2,000円 
（1,600円） 

21 
（22） 

3,112円 

西浅井 
― 円 

（ ― 円） 

― 円 

（ ― 円） 

― 円 

（ ― 円） 

0 
（0） 

4,798円 

市全域 
8,832円 

 （9,111円） 

13,000円 
 （13,500円） 

1,000円       
（1,000円） 

1,174 
（1,246） 

8,984円 

①サンプルとしたデータは、令和７年１月から令和７年12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料を集
計したものです。（※平均額等の算出に際して、最高額と最低額に大きく乖離等がある地区は、最高額や最低額
を除いています。） 

②データ数は、集計に用いた筆数です。（※無償による農地の貸し借り【使用貸借】のデータは除いています。） 
③平均額は、小数点以下を四捨五入し、１円単位で算出しています。 

 

  

 

 

 

 

一昨年から『令和の米高騰騒動』として多く報道されているが、偏った報道に近い。近年、生産資材が大幅に高騰

しているにもかかわらず、米価はほとんど変わらず、自然環境に左右されて2年連続で米生産は不作になった。さ

らに、国の政策にも収穫量の見誤りがあった旨が報道された。このため、米の集荷量確保で高騰した状況は昨年も

続き、今に至っている。稲作農家（営農組合）は機械更新も含め、米価が上昇しても大変な経営に変わりない。 

その上、また国の政策が相次いで変更されている。農業者および消費者の混乱は今も続いている‼ 

（事業企画運営委員会 委員） 

～農家のつぶやき～ 

長浜市農地賃借料情報について 
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編集・発行 長浜市農業委員会  〒526-8501 長浜市八幡東町 632 番地（長浜市役所本庁舎２階） 

ＴＥＬ：0749(65)6549 ＦＡＸ：0749(65)1602 E-mail：noui@city.nagahama.lg,jp 

       売りたい・貸したい農地の情報を登録しませんか？ 

長浜市農業委員会では、【農業者の高齢化や担い手不足などにより農地の管理にお困りの方】の売払・

貸付希望の農地情報を、【安心・安全な農産物の栽培や、生きがいの場づくり等のため農地を探してお

られる方】に提供しています。農地情報を登録された後の流れは、下図のとおりです。  

申請方法や、注意事項の詳細は、市ホームページをご確認ください。 

  
【市ホームページ】●農地を売り(貸し)たい方は下図の①のQRコードから。 

●農地を買い(借り)たい方は下図の③のQRコードから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意事項 ～あらかじめご了承ください～ 

※ 農地の購入、借地は、耕作目的で農地として利用される場合に限ります。 

※ 現地確認の結果、貸付･売却希望の農地として掲載できない場合もあります。 

※ 情報登録期間中に荒廃が進み、現況が山林･原野と判断された場合は､掲載ができなくなる場合も

あります。 

※ 農地を借りたい方にご案内はいたしますが、必ず耕作者が見つかるわけではありません。 
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